
『先を見据えた取り組みを』 
 

１２月、１月の資格取得の学習期間が終わり、
いよいよ本格的に野球の練習がスタートしま
した。シーズン中、野球の練習に集中するた
めの、野球部としての学習期間。野球が終わ
った後の進路活動を見据えた上の、野球部と
しての学習期間。 
 
 
学習も野球も、そして人生も今この瞬間を感
情と感覚だけを頼りに行動するのではなく、
先にあるものを意識し先を見据えながら、自
分の実力と状況にあった準備を自分自身で気
付き、自分自身で理解し、自分自身で実践す
る。 
 
 
そんな人間が選手が、チームにとっても、社
会にとっても必要とされる人材だと理解して
もらう野球部としての学習期間でもありまし
た。この取り組みの成果を、個人・チームの
成長を、これから始まる野球の取り組みに活
かしてほしいと思っています。 
 
 
推薦入試、一般入試も終わり、いよいよ４月

からは有望な新１年生が入部します。今いる 

 

１，２年生には、練習試合のチャンス、公式
戦のベンチ入り、レギュラーなど新１年生に
負けないよう、プレーも人間性も格の違いを
見せてほしいと思っています。 
 
 
入部予定の新１年生にはしっかり準備した上
で、４月を迎えられるように生活してくださ
い。ライバルは同級生ではありません。あく
までも今必死に新１年生に負けないように練
習に取り組んでいる、今いる１、２年生だと
いうことを忘れないで、しっかり準備してく
ださい。４月からその意識で取り組まなけれ
ば、来年自分が後輩に活躍する場を奪われて
しまいます。 
 
 
４月から、チーム内のいい競争が繰り広げら
れるよう監督としては期待しています。学年
は関係ありません。弱気自分と向き合い、自
分自身と戦い、力をつけた選手が活躍する場
を与えられるのです。 

 
帯広南商業校高野球部 監督 小林 真基  

 



『野球部の勉強会を 

   通して感じたこと』 
野球部の勉強会では、テスト前や検定前に、今まで自分

が出したテストの結果、検定の結果、学級順位、学年順位、

平均評定などを数字として監督の小林先生が野球部全員

分を作り、私たちに見せてくれます。入学した当時は、そ

の結果とその現実を素直に受け止め、改善することができ

ませんでした。その現実から背を向け、逃げ、不平不満を

こぼしていましたが、先生のアドバイスや一緒に取り組ん

だ仲間の支えもあり、２年目となった今年の勉強会では、

現実を受け止め、考え方を変え、今までの自分の取り組み

方を見直すことができました。 

 

最初の頃は『嫌いな勉強』『苦手な勉強』『やりたくな

い勉強』そして、そんな意識で取り組んでいるからこそ『成

果効果が出ない勉強』それを理由に、なぜ野球部なのに勉

強をしなければいけないのか。と不平不満を言っていまし

たが、『苦手なことから逃げる』自分だということに気付

きました。 

 

『苦手なことから逃げる』それは勉強に限ってのことで

はありません。野球の練習に対しても同じで『苦手な練習

から逃げる』という自分に気付けることができました。そ

れは、学校生活・私生活・人付き合い・価値観・物の見方

感じ方、すべてのことにいえる『苦手なことから逃げる』

という自分でした。 

私は南商野球部に入部する前は、色々なことに対して、

我慢や辛抱する力がなく、非常に自分に甘い人間でした。

ですが、２年間、南商野球部での勉強会でそれらを克服し

周りの人達から認められる人間になりたいと思うように

なりました。 

 

そして、２年目のこのオフにもう１つ気付いたことがあ

ります。それは南商野球部での勉強会は、進路実現のため、

野球が終わった後の人生設計のためだけではなく、監督の

小林先生は勉強を通じて、人間的なこと・社会人として必

要なこと、チームや社会に必要とされる人間とは、など野

球の練習ではなかなか身に付かないこと、理解できないこ

とを私たちに伝えてくれました。 

 

それらのことを自分自身が理解し受け入れられたこと

で、監督の小林先生が私たちに伝えたい、本当の意味での

『学習する大切さ』を感じることができ、自分の成長を実

感できたオフになりました。 

 

今年はいよいよ高校野球最後のシーズンです。このオフ

野球部での勉強会で、身につけた力を野球の取り組みに活

かしたいと思っています。 

 

最後に南商野球部は、学年関係なくチャンスを与えられ

るチームなので、新１年生に負けないように、自分の活躍

できる場所を自分で掴みたいと思います。 

 

帯広緑園中学校出身 内野手 ２年生  柳澤 将輝  



 


